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医療事故調施行から３年目の現状について学ぶ参加者

事故調の問題点を語る鵜飼先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
９
月
８
日
に
西
宮
市
立
勤

労
会
館
で
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
を
開
催
。

「
医
療
事
故
調
査
制
度
施
行
か
ら
３
年
・
医
療
事

故
の
現
状
と
対
応
～
産
科
医
療
補
償
制
度
の
原
因

分
析
報
告
書
の
現
状
と
問
題
点
に
も
触
れ
て
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
市
・
白
水
法
律
事
務
所
の
鵜

飼
万
貴
子
弁
護
士
が
講
師
を
務
め
、
医
師
・
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
18
人
が
参
加
し
た
。
司
会
を
務

め
た
西
宮
市
・
半
田
医
院
院
長

半
田
伸
夫
先
生
の

感
想
文
を
掲
載
す
る
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
が
、
こ
の
会
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
鵜
飼
弁
護
士
を
お
招
き
し

て
、
９
月
８
日
西
宮
市
立
勤
労
会
館
に
て
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
。

医
療
事
故
調
査
制
度
が
２
０
１
５
年
よ
り
開
始

さ
れ
た
。
改
正
医
療
法
に
て
、
「
病
院
、
診
療
所

又
は
助
産
所
の
管
理
者
は
医
療
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
遺
族
に
説
明
し
、
医
療
事
故
調
査
支
援
セ

ン
タ
ー
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
医
療
事
故
の
定
義
も
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
制
度
は
、
「
医
療
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
医
療
事
故
再
発
防
止
を
目
的
と
す
る
」
、
も

の
で
あ
る
。
遺
族
は
院
内
調
査
開
始
以
前
に
は
医

療
事
故
調
査
支
援
セ
ン
タ
ー
に
調
査
は
請
求
で
き

な
い
。

医
療
事
故
後
の
院
内
調
査
は
、
必
ず
し
も
第
三

者
の
参
加
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
支
援

セ
ン
タ
ー
は
そ
れ
を
望
む
こ
と
が
あ
る
。
調
査
は

診
療
録
な
ど
の
記
録
の
確
認
、
当
該
医
療
者
な
ど

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
と
あ
る
。
こ
の
案
件
が
刑

事
事
件
に
発
展
す
る
場
合
に
は
、
当
該
医
療
者
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
、
憲
法
38
条
の
「
何
人
も
自
己
が

刑
事
上
の
責
任
を
問
わ
れ
る
恐
れ
の
あ
る
事
項
に

つ
い
て
供
述
を
強
要
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障
す
る
」

に
抵
触
す
る
可
能
性
に
注
意
が
必
要
。

産
科
補
償
制
度
に
お
い
て
も
、
調
査
結
果
が
刑

事
事
件
捜
査
の
発
端
と
な
る
事
例
も
あ
っ
た
。
医

療
事
故
か
な
と
疑
っ
た
ら
兵
庫
県
医
師
会
な
ど
の

支
援
協
力
機
関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

医
療
事
故
裁
判
の
証
拠
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
添
付

文
書
の
禁
忌
記
載
に
関
し
て
も
、
あ
く
ま
で
保
険

内
使
用
に
関
す
る
禁
忌
で
あ
る
こ
と
、
使
用
に
よ

る
危
険
と
有
益
性
に
関
し
て
、
個
々
の
例
に
は
当

て
は
ま
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な
い
な
ど
の
議
論

が
あ
り
、
き
わ
め
て
有
意
義
な
講
演
で
あ
っ
た
。

【
西
宮
市
・
半
田
医
院

半
田

伸
夫
】

レ
ン
ト
ゲ
ン
画
像
を
囲
ん
で
活
発
に
意
見
交
換

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
２
日
に
西
宮
渡
辺
心

臓
・
血
管
セ
ン
タ
ー
で
、
第
18
回
胸
部
Ｘ
Ｐ
読
影

会
を
開
催
。
原
秀
樹
先
生
（
尼
崎
市
・
は
ら
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師
、
橋
野
盛
彦
先
生
（
西
宮

市
・
橋
野
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
５
人
が

参
加
し
た
。

参
加
者
は
日
々
の
診
療
で
撮
影
し
た
胸
部
レ
ン

ト
ゲ
ン
の
画
像
を
持
ち
寄
り
、
画
像
か
ら
読
み
取

れ
る
疾
患
に
つ
い
て
討
議
。
慢
性
咳
嗽
、
肺
腺
が

ん
、
肺
炎
、
非
結
核
性
抗
酸
菌
症
、
結
核
性
肺
炎

と
思
わ
れ
る
症
例
な
ど
、
様
々
な
事
例
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
ど
の
程
度
の
陰
影
が
あ
れ
ば

確
定
診
断
を
つ
け
ら
れ
る
か
」
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
べ
き
か
」
な
ど
質

問
も
多
数
出
さ
れ
、
講
師
や
参
加
者
が
自
ら
の
経

験
に
基
づ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

持ちよったレントゲン画像をもとに参加者全員で討議した

日 時 12 月 29 日(土) 午後6時～

場 所 『木曽路』西宮店 0798-33-0050

※阪神西宮駅から北へ徒歩5分または、

JR西宮駅から西へ徒歩10分

会 費 7,000円
※当日徴収し、領収書を発行します

定 員 30人 （先着順・事前申込制）

※お申し込みは、協会事務局 078-393-1840まで
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芦
屋
非
核
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
は
、
10

月
13
日
に
上
宮
川
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
芦
屋
非
核

平
和
都
市
宣
言
33
周
年
・
被
曝
73
周
年

非
核
平

和
記
念
の
つ
ど
い
」
を
開
催
。
市
民
ら
60
人
が
参

加
し
た
。

今回もConroy氏(右)が講師、坂尾先生(左)が司会を務めた

つ
ど
い
で
は
、
「
日
本
国
憲
法
か
ら
見
る
北
東

ア
ジ
ア
の
非
核
化
」
と
題
し
て
、
和
田
進
神
戸
大

学
名
誉
教
授
が
講
演
。
南
北
首
脳
会
談
や
米
朝
首

脳
会
談
に
よ
り
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
向
け
た
取

り
組
み
が
急
速
に
進
む
中
、
憲
法
９
条
を
有
し
て

い
る
日
本
こ
そ
が
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
に
向

け
た
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
時
で
あ
る
と

強
調
し
た
。

ま
た
、
３
歳
の
時
に
広
島
で
被
爆
し
た
柳
生
研

太
郎
氏
が
、
絵
本
『
青
い
空
』
と
し
て
出
版
さ
れ

た
自
作
の
紙
芝
居
を
も
と
に
、
自
ら
の
被
爆
体
験

や
、
ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
に
乗
船
し
て
各
国
で
被
爆
証

言
を
行
っ
た
経
験
な
ど
を
妻
の
加
代
子
氏
と
と
も

に
語
っ
た
。

つ
ど
い
の
最
後
に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早

期
発
効
を
願
う
ア
ピ
ー
ル
が
提
案
さ
れ
、
参
加
者

全
員
で
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
つ
ど
い
は
、
１
９
８
５
年
に
芦
屋
市
議
会

が
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
決
議
し
た
こ
と
を
記
念

し
て
市
民
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
西
宮
・

芦
屋
支
部
が
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
ぼ
れ
話
も
含
め
楽
し
く
学
べ
た
勉
強
会

市民ら60人が非核化に向けた日本の役割について学んだ

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
10
月
19
日
に
西
宮
医
療
会

館
で
、M

e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
52
を
開
催
。
「P

e
r

i
o
d
o
n
t
a
l

d
i
s
e
a
s
e

o
f

d
i
a
b
e
t
i
c
s

、T
e
e
t
h

c

a
v
i
t
i
e
s

i
n

c
h
i
l
d
h
o
o
d

＝
糖
尿
病
患
者
の
歯

周
病
、
子
ど
も
の
虫
歯
＝
」
を
テ
ー
マ
に
、R

o
b
e

r
t

C
o
n
r
o
y

氏
が
講
師
、
坂
尾
福
光
先
生
（
西
宮

市

さ
か
お
内
科
・
消
化
器
内
科
）
が
司
会
、
藤

森
隆
史
先
生
（
西
宮
市
・
藤
森
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
12

人
が
参
加
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
矢
野
め
ぐ
み

氏
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

歯科領域の英会話についてロールプレイ形式で学ぶ参加者

神
戸
・
岡
本
に
て
２
０
１
８
年
4
月
に
開
院
し

た
歯
科
で
、
受
付
助
手
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
歯
科
英
語
と
い
う
事
で
、
初
め
て
メ
デ
ィ
カ
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
勉
強
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

実
際
に
参
加
し
て
み
る
と
、
内
容
の
実
用
性
と
、

参
加
者
皆
様
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。
事
前
に
予
習
用
の
デ
ー
タ
を
頂
け
て
い
た
こ

と
や
、
講
師
のM

r
C
o
n
r
o
y

、
坂
尾
先
生
が
と
て

も
丁
寧
に
、
優
し
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、

不
安
な
く
、
集
中
し
て
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
11
月
30
日
（
金
）
に
西

宮
医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
２
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
（
９
・
８
）

②
芦
屋
非
核
平
和
の
つ
ど
い
（
10
・
13
）

③
英
語
で
診
療

Medical
English

＃
52
（
10
・

19
）

④
第
18
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
映
会
（
11
・
２
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
７
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
（
12
・
１
）

②
支
部
忘
年
会
（
12
・
29
）

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
27
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・
28
）

②
第
94
回
評
議
員
会
・
臨
時
決
算
総
会
・
第
41
回

共
済
制
度
委
員
会
（
11
・
18
）

③
第
33
回
保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
11
・

23
～
24
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

世
話
人
会
だ
よ
り

し
た
。
ま
た
、
医
療
英
語
だ
け
で
な
く
、
日
本
語

英
語
と
実
際
の
英
語
ら
し
い
発
音
の
違
い
な
ど
の

こ
ぼ
れ
話
も
合
間
に
教
え
て
い
た
だ
け
、
と
て
も

楽
し
い
内
容
で
し
た
。

そ
し
て
何
よ
り
、
独
学
で
は
得
に
く
い
、
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
な
ら
で
は
の
、
正
し
い
発
音
を
聞

い
て
す
ぐ
に
自
分
で
実
践
し
て
み
ら
れ
る
と
い
う

点
が
、
非
常
に
有
意
義
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

近
年
の
訪
日
・
在
日
外
国
人
増
加
に
伴
い
、
海

外
か
ら
お
越
し
の
方
に
も
安
心
し
て
、
快
適
に
治

療
を
受
け
て
頂
け
る
よ
う
な
態
勢
作
り
は
、
私
ど

も
の
医
院
に
と
っ
て
も
必
須
課
題
で
す
。
し
か
し
、

た
だ
専
門
用
語
を
英
語
で
覚
え
る
だ
け
で
は
ま
っ

た
く
十
分
と
は
言
え
ず
、
ま
た
患
者
様
の
精
神
的

な
ケ
ア
も
含
め
て
心
の
こ
も
っ
た
対
応
を
す
る
た

め
に
は
、
や
は
り
独
学
で
は
限
界
が
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
の
勉
強
会
を
開

い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
我
々
窓
口
対
応
を
す

る
者
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

今
後
も
研
鑽
を
積
み
、
よ
り
よ
い
医
療
現
場
作

り
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

【
岡
本
歯
科
ロ
コ
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
付
助
手

矢
野

め
ぐ
み
】


